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平
成
24
年
7
月
12
日
（
木
）、
13
日
（
金
）

の
2
日
間
、
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
「
平

成
24
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
基
礎
体
験
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
や
共
済
組
合
等
の
福
利
厚

生
担
当
職
員
の
方
に
、
ま
ず
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
と
運
営
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、「
生

き
が
い
」「
健
康
づ
く
り
」「
家
庭
経
済
設
計
」

の
3
分
野
に
つ
い
て
、
30
〜
50
歳
代
に
お
け

る
生
涯
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
幅
広
く
研
修
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
団
体
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
際
に
、
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

共
済
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

な
ど
に
よ
り
、
公
務
員
の
定
年
後
の
就
労
と

収
入
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
職
務
を
見
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
更
に
重
要
に
な
っ
て
き
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
講
演
「
地
方
公
務
員
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
入
れ
実
施
し
ま
し
た
。

各
講
演
の
概
要

●
講
演
：「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

と
運
営
」
担
当
者
と
し
て
知
っ
て
お
き
た

い
基
礎
知
識

担
当
者
が
生
涯
生
活
設
計
に
つ
い
て
知
っ

て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
と
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

と
運
営
手
法
の
習
得
を
狙
い
と
し
た
講
演

「平成24年度
ライフプラン基礎体験セミナー」

を開催しました

で
、
当
協
会
の
業
務
部
長
多
田
正
巳
が
説

明
し
ま
し
た
。

「
基
礎
知
識
編
」
で
は
①
「
生
涯
生
活
設

計
の
考
え
方
と
構
成
」
に
つ
い
て
、
②
「
生

涯
生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
類
型
」
で
は
、

各
年
代
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
に
つ
い

て
、
ま
た
、
③
「
生
涯
生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
沿
革
」
で
は
、
地
方
公
務
員
に
お
け
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
へ
の
取
組
み
の
推
移
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
基
礎
知
識
の
整
理
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

続
く
「
企
画
と
運
営
編
」
で
は
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
組
み

方
や
、
年
代
別
に
分
け
ら
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の

具
体
例
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー

を
計
画
・
実
施
す
る
手
順
や
注
意
点
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
講
演
：「
こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
」

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
健
康
運
動
指

導
士
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
講
演

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
川

上
麻
子
先
生
に
よ
り
、「
ス
ト
レ
ス
」
を
テ

ー
マ
に
、「
ス
ト
レ
ス
の
要
因
」「
ス
ト
レ
ス

と
カ
ラ
ダ
の
関
係
」「
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
、
運
動
の
効
果
」「
対
処
方
法
」

な
ど
、
順
序
立
て
た
分
か
り
や
す
い
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
ス
ト
レ
ス
の
要
因
、
カ
ラ
ダ
と
の

関
係
な
ど
を
中
心
に
座
学
に
よ
る
説
明
が

行
わ
れ
、
後
半
は
主
に
体
を
動
か
し
、
運
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動
の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
意

図
し
た
内
容
で
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
、
身
体
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
適
切
な
負
荷
が
異
な

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
心
身
の
状
態
に
応
じ

て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
の
内
容
の
変
更
を
考

え
て
み
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
は
生
活
習
慣

と
仕
事
の
関
係
に
も
起
因
し
、
そ
の
対
処
に

は
、
年
々
変
わ
っ
て
い
く
環
境
を
認
識
し
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
の
説
明
が
あ
り
、
参

加
さ
れ
た
多
く
の
方
々
が
、
職
場
に
戻
り
伝

え
た
い
と
思
え
る
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

●
講
演
：「
地
方
公
務
員
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」

多
く
の
著
書
出
版
、
講
演
で
ご
活
躍
の
、

T
H
S
経
営
組
織
研
究
所
代
表
で
あ
り
慶
應

義
塾
大
学
S
F
C
研
究
所
上
席
所
員
の
小
杉

俊
哉
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
立
と
自
律
の
違
い
」「
キ
ャ
リ
ア
の
意

味
」「
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
つ
こ
と
」「
ラ
ッ
キ
ー

な
人
の
法
則
」
な
ど
が
話
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
も
つ
意
味
、
取
り
組
み
方
と
効

果
な
ど
、
事
例
を
上
げ
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
上
で
必
要
な

「
自
立
」
と
「
自
律
」
の

違
い
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
立
」
は
単
に
他
者
の

世
話
に
な
ら
ず
、
一
人
で

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
。「
自
律
」
は
自

分
で
つ
く
り
出
し
、
結
果

も
含
め
て
責
任
を
も
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
（
他
人

が
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
と
考
え
る
「
他

律
」
の
反
意
語
）
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
人
は
「
自
律
」
し
て
い
る
人
、「
自

立
」
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
で
き
て

も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
い
と

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
」
は
将
来
の
自
分
自
身
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、「
仕
事
の
選
択

を
ど
う
す
る
の
か
」「
社
会
に
対
し
何
を
貢

献
し
て
い
き
た
い
の
か
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
」
な
ど
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
は
、
将
来

の
自
分
自
身
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
描
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
何
年
後
か
の

自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
出

来
る
限
り
具
体
的
に
、
そ
の
時
何
を
し
て
い

て
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
人

達
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
の

か
、
自
身
や
周
囲
の
様
子
、
自
分
の
感
情

な
ど
ま
で
も
想
い
描
く
こ
と
が
必
要
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
ラ
ッ
キ
ー
な
人
の
法
則
」
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
講
演
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

1
．
ラ
ッ
キ
ー
な
人（
成
功
し
た
人
）を
調
査
、

分
析
し
た
結
果
、

ラ
ッ
キ
ー
な
人
の
共
通
点

「
自
己
承
認
と
自
己
確
立
」
…
自
分
と
い

う
も
の
に
向
き
合
い
、
認
め
、
そ
れ
を
作
り

上
げ
て
い
こ
う
と
す
る

「
感
謝
と
他
者
支
援
」
…
周
囲
の
人
間
の

価
値
を
認
め
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
そ

れ
を
表
現
し
、
働
き
か
け
よ
う
と
し
て
い
る

「
直
感
と
洞
察
力
」
…
自
分
の
直
感
を
信

じ
、
洞
察
力
を
働
か
せ
パ
タ
ー
ン
認
識
や
予

兆
の
察
知
を
お
こ
な
っ
て
い
る

2
．
ラ
ッ
キ
ー
な
人
と
ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
な
人

の
違
い
。　

両
者
と
も
に
同
じ
よ
う
な
経
験
、
失
敗

を
し
て
い
る
。
違
う
の
は
そ
の
捉
え
方
と
次

の
行
動
。
ラ
ッ
キ
ー
な
人
は
、
失
敗
し
た
こ

と
を
活
か
し
て
ど
う
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ

る
か
を
い
つ
も
考
え
行
動
す
る
。

3
．
ラ
ッ
キ
ー
な
人
は
、『
迷
っ
た
ら
や
る
』。

「
非
行
為
後
悔
」
よ
り
「
行
為
後
悔
」。「
非

行
為
後
悔
」
は
い
つ
ま
で
も
後
悔
、「
行
為

後
悔
」
は
そ
れ
ほ
ど
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
か

っ
た
と
脳
が
過
去
の
事
実
に
対
す
る
見
方
を

再
構
成
し
、
素
早
く
立
ち
直
れ
る
。

　●
講
演
：「
家
庭
経
済
設
計
の
す
す
め
」　

　

〜
生
活
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
〜

今
回
は
、
当
協
会
の
賛
助
会
員
で
あ
る

エンドースユアライフ代表
川上麻子氏

セミナー日程
第1日目（7月12日）

10：00 開講挨拶
10：05 オリエンテーション
10：15 講演：「ライフプランセミナーの企画と運営」

　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
　業務部長　多田正巳

11：30 休憩
12：30 講演：「こころとカラダのセルフケア」

　エンド－スユアライフ代表　川上麻子
14：00 休憩
14：15 講演：「地方公務員のためのキャリアデザイン」

　THS経営組織研究所　代表社員
　慶應義塾大学SFC研究所上席所員　小杉俊哉

16：15 終了
第2日目（7月13日）

9：30 講演：「家庭経済設計のすすめ」
　明治安田ライフプランセンター株式会社
　ライフプランサービス部　課長　谷　淳一

11：20 休憩
11：30 講演：「ライフプラン計画表の作成」

　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
　調査役　河本敦彦

THS経営組織研究所代表社員
慶應義塾大学SFC研究所上席所員
小杉俊哉氏
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ー
を
企
画
す
る
た
め
の
講
義
を
も
っ
と
詳

し
く
聞
き
た
か
っ
た
。

・
現
在
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
年
金
改

正
や
退
職
金
減
額
、
来
春
か
ら
の
保
険

料
ア
ッ
プ
等
、
生
活
費
に
直
結
す
る
よ

う
な
情
報
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

・
年
金
、
医
療
保
険
等
の
説
明
。
自
分
の

年
金
や
短
期
給
付
に
つ
い
て
の
説
明
を

入
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

・
参
加
者
が
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
計
画
表
を
実

際
に
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
。

・
一
人
の
講
師
が
2
時
間
近
く
話
し
続
け
ら

れ
る
の
は
聴
講
す
る
方
が
辛
い
の
で
、
1

時
間
半
程
度
が
丁
度
良
い
よ
う
に
思
う
。

こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
今
後
も
各
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ

り
役
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
当
セ

ミ
ナ
ー
内
容
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
各
団
体
の
福
利
厚
生
担
当
所
属

長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
多
く
の
関

係
職
員
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
配
慮

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
状
況
、
感
想

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
勤
務
先
別
（
図
─

1
）

●
年
代
別
（
図
─

2
）

●
担
当
職
務
別
（
図
─

3
）

●
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
目
的
（
図
─

4
）

●
セ
ミ
ナ
ー
全
体
の
感
想
（
図
─

5
）

明
治
安
田
生
命
保
険
（
相
）
の
ご
紹
介
に
よ

り
明
治
安
田
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー（
株
）

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
部
の
谷
淳
一
課
長

に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
が
、
地
方
自
治
体
や
共

済
組
合
の
福
利
厚
生
担
当
職
員
の
方
が
中

心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
当
者
が
家
庭
経

済
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
識
や
講
演
の
す

す
め
方
等
を
習
得
で
き
る
よ
う
な
内
容
と

な
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
の
講
演
が
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
の
「
な
ぜ
今
、
家
庭
経
済
設

計
が
求
め
ら
れ
る
か
？
」
で
は
、
近
年
、
政

府
主
導
で
見
直
し
、
改
革
が
行
わ
れ
、
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
社
会
保
障
制
度
の
も

と
、
将
来
へ
の
備
え
、
自
助
努
力
の
必
要
性

が
増
し
て
い
る
と
い
う
、
家
庭
経
済
設
計
を

取
り
巻
く
現
状
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
二
つ
目
の
「
家
庭
経
済
の
進
め
方
」

で
は
、
家
計
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
三

つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
①
目
標
・
テ
ー
マ
を

は
っ
き
り
さ
せ
る　

②
家
計
の
現
状
を
把
握

す
る　

③
家
計
の
将
来
を
展
望
す
る
と
し
、

教
育
費
や
住
宅
費
、
そ
の
他
に
か
か
る
そ
れ

ぞ
れ
の
費
用
を
家
計
プ
ラ
ン
作
成
に
入
れ
、

進
め
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
三
つ
目
の
「
家
計
の
安
全
と
資
産

形
成
〜
今
後
の
家
計
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
〜
」

で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
「
生
活
課
題
の
把
握
と
資
金
調
達
・
借
金

返
済
」
と
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
旅
行
・

レ
ジ
ャ
ー
資
金
等
い
つ
、
い
く
ら
必
要

か
」「
ど
う
や
っ
て
調
達
す
る
か
」
を
考

え
る
こ
と
、
ム
ダ
な
金
利
支
払
い
を
削
減

す
る
こ
と
、
そ
し
て
定
年
ま
で
に
極
力
借

金
は
返
済
す
る
こ
と
が
大
切

②
「
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に
」
と
し
て
、

必
要
な
保
障
を
な
る
べ
く
有
利
な
制
度

を
活
用
し
、
低
コ
ス
ト
で
得
る
こ
と

③
「
資
産
形
成
と
資
産
防
衛
」
と
し
て
、
チ

ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
運
用
だ
け
で
な
く
防

衛
が
大
切
、
カ
ー
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
注

意
す
る
こ
と

ま
た
、「
年
間
収
支
の
ト
レ
ン
ド
」「
累
計

収
支
の
ト
レ
ン
ド
」
に
よ
り
、
現
役
と
定
年

後
の
収
支
と
貯
蓄
の
流
れ
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
将
来
の
家
庭
経
済
を
想
定
す
る

こ
と
の
大
切
さ
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

●
講
演
：「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
計
画
表
の
作
成
」

（
支
援
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
）

前
講
演
の
「
家
庭
経
済
設
計
の
す
す
め
」

を
受
け
て
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
計
画
表
の
作
成
」

に
つ
い
て
当
協
会
企
画
課
河
本
敦
彦
調
査
役

に
よ
り
作
成
の
手
順
・
ポ
イ
ン
ト
・
目
的
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
付
録
支
援
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、

実
際
に
事
例
を
入
力
す
る
方
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
入
力
上
で
の
注
意
点
、

作
成
さ
れ
た
計
画
表
の
見
方
（
将
来
の
収

支
状
況
、
予
想
さ
れ
る
貯
蓄
額
）
を
説
明

し
ま
し
た
。
計
画
表
の
利
点
は
、
単
年
度

だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
の
家
計

の
見
通
し
が
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、

か
つ
、
作
成
し
た
時
点
で
終
わ
り
で
な
く
、

計
画
表
を
基
に
家
族
で
相
談
し
、
適
宜
修

正
を
加
え
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
66
名
の
参
加
が
あ

り
62
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
全
体
と
し
て
は

「
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
の
講
義
に
不
足
し
て
い
る
部

分
や
、
も
う
少
し
詳
し
く
講
義
し
て
も
ら
い

た
い
部
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
、
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
目
的
で
あ
る
「
生
き
が

い
」「
健
康
」「
家
庭
経
済
」
の
講
義
は
よ

く
分
か
っ
た
が
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

明治安田ライフプランセンター株式会社
ライフプランサービス部　課長
谷淳一氏
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参加団体区分別のセミナー実施状況（表－1）
（単位：団体）

団体区分 実施 未実施 無回答 計

都道府県
5 0 4 9

55.6% 0.0% 44.4% 100.0%

政令市、市
9 8 1 18

50.0% 44.4% 5.6% 100.0%

共済組合
16 3 0 19
84.2% 15.8% 0.0% 100.0%

その他団体
9 1 0 10

90.0% 10.0% 0.0% 100.0%
計 39 12 5 56

ライフプランセミナー　テーマ別実施状況（表－２）（複数回答）
（単位：団体）

団体区分
（実施団体数）

退職準備
（50歳代）

生活充実
（40歳代）

生活創造
（30歳代） 退職時他 計

都道府県
（5団体）

5 5 2 2 14
100％ 100％ 40％ 40％

政令市、市
（9団体）

7 2 0 3 12
77.8％ 22.2％ 0.0% 33.3％

共済組合
（16団体）

15 9 2 3 29
93.8％ 56.3％ 12.5％ 18.8％

その他団体
（9団体）

7 7 7 7 28
77.8％ 77.8％ 77.8％ 77.8％

計 34 23 11 15 83

（注）ライフプランセミナーを実施しているとの回答のあった団体におけるそれぞれのセミナーの実施数を表示

参
加
団
体
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
と
あ
わ
せ
、
参
加
団
体
56
団
体
の
う

ち
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に
つ
い
て
、
51
団

体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
回
答
を
い
た
だ
い
た
団
体
の
参
加

団
体
区
分
別
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
状
況
及
び

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
加
団
体
区
分
別
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
状
況

（
表
─

1
）

●
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
別
実
施
状

況
（
表
─

2
）

平成24年度「ライフプラン基礎体験セミナー」（7/12～13）に関するアンケート結果

●勤務先別（図－1）
（Ｎは回答数）

N＝66

無回答　7.6%

都道府県
19.7％

市区町村
30.3%

共済組合
37.9%

その他
4.5%

●セミナーへの参加目的（図－４）

N＝66

無回答　4.8%

セミナー
開催のため
43.4%知識を

高めるため
43.4%

自分自身の
ライフプラン
のため
8.4%

●年代別（図－2）

N＝66

60歳代
6.1％

無回答　7.6％ 20歳代
7.6％

30歳代
24.2％

40歳代
40.9％

50歳代
13.6％

●セミナー全体の感想（図－5）

Ｎ=66

無回答　7.6%

大変参考
になった
28.8%

参考になった
53.0%

ふつう
10.6%

●担当職務別（図－3）

N＝66

無回答　7.6％

福利厚生事業等の
担当者
74.2％

福利厚生事業の
管理監督者
6.1％

その他
12.1％


